
こ

こ

最

近

ま

で

は

、

生

態

系

が

息

づ

く

「

里

山

」

と

い

う

地

帯

が

多

く

あ

り

ま

し

た

。

里

山

で

は

、

樹

木

も

ま

ば

ら

で

見

通

し

が

良

く

、

動

物

た

ち

も

里

山

に

は

近

づ

い

て

き

ま

せ

ん

で

し

た

。

人

間

と

野

生

動

物

を

棲

み

分

け

る

緩

衝

帯

に

な

っ

て

い

た

の

で

す

。

し

か

し

、

20

世

紀

始

め

頃

か

ら

工

業

化

の

進

展

、

農

村

の

過

疎

化

が

進

み

、

里

山

を

人

が

利

用

し

な

く

な

り

荒

廃

し

て

、

こ

の

緩

衝

帯

の

機

能

が

失

わ

れ

て

い

ま

す

。

そ

の

結

果

、

今

ま

で

緩

衝

機

能

を

果

た

し

て

い

た

里

山

に

木

々

が

生

い

茂

り

人

間

の

生

活

ゾ

ー

ン

の

す

ぐ

隣

に

、

動

物

た

ち

の

活

動

エ

リ

ア

が

存

在

す

る

こ

と

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

、

人

間

と

動

物

の

テ

リ

ト

リ

ー

の

境

界

線

が

あ

い

ま

い

に

な

っ

て

し

ま

っ

て

い

ま

す

。

さ

ま

ざ

ま

な

方

法

で

、

施

行

さ

れ

て

い

る

獣

害

対

策

も

全

国

的

に

こ

れ

と

い

っ

た

決

め

手

の

あ

る

対

策

は

未

だ

あ

り

ま

せ

ん

。

環

境

づ

く

り

や

動

物

た

ち

と

の

共

存

と

い

う

視

点

で

対

策

を

考

え

る

と

き

、

最

も

優

れ

て

い

る

の

が

「

里

山

再

生

に

よ

る

緩

衝

帯

づ

く

り

」

だ

と

思

い

ま

す

。

か

つ

て

野

生

動

物

た

ち

と

人

間

を

、

う

ま

く

隔

て

て

い

た

里

山

を

再

生

す

る

こ

と

で

、

人

間

と

野

生

動

物

が

お

互

い

に

目

視

で

き

、

そ

の

距

離

を

保

て

る

緩

衝

帯

を

も

う

一

度

整

備

し

て

い

く

試

み

で

す

。

今

、

宇

陀

市

室

生

区

竜

口

で

は

、

民

家

や

圃

場

に

迫

る

人

工

林

、

不

用

木

、

竹

林

を

伐

採

し

里

山

再

生

・

緩

衝

帯

整

備

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

因

み

に

、

緩

衝

帯

総

面

積

は

3,44

㌶

と

聞

き

及

び

ま

す

。

写

真

＝

ほ

ぼ

完

成

し

た

緩

衝

対

。

（

室

生

区

竜

口

下

川

地

区

）

矢

川

で

は

、

野

生

獣

出

没

が

多

い

春

日

神

社

の

森

の

裾

埜

を

す

そ

の

開

い

て

緩

衝

帯

創

り

を

始

め

て

い

ま

す

。

緩

衝

帯

は

、

野

生

動

物

を

集

落

に

寄

せ

付

け

な

い

効

果

を

発

揮

し

ま

す

。

だ

が

、

維

持

管

理

が

今

後

大

き

な

課

題

と

し

て

残

り

ま

す

。

長

期

戦

覚

悟

で

『

獣

害

に

強

い

集

落

を

創

り

』

に

取

り

組

み

ま

し

ょ

う

。

写

真

＝

緩

衝

帯

設

置

作

業

中

。

矢

川

で

は

、

シ

カ

・

イ

ノ

シ

シ

被

害

対

策

と

し

て

、

平

成

20

年

頃

よ

り

集

落

周

縁

部

を

ビ

ニ

ー

ル

製

ネ

ッ

ト

柵

で

囲

っ

て

い

ま

す

が

、

経

年

劣

化

等

が

進

み

管

理

・

補

修

に

苦

労

を

重

ね

て

き

ま

し

た

が

、

今

年

度

行

政

よ

り

原

材

料

の

支

給

が

あ

り

恒

久

的

な

鉄

製

柵

の

設

置

に

取

り

組

ん

で

い

ま

す

。

恒

久

的

な

柵

と

云

え

ば

、

完

全

に

野

生

動

物

が

這

入

れ

な

く

す

る

と

い

う

こ

と

を

望

み

が

ち

で

す

が

、

農

山

村

集

落

等

に

お

い

て

は

、

道

路

、

川

や

池

・

用

水

路

等

、

物

理

的

に

遮

蔽

す

る

こ

と

が

不

可

能

な

所

が

多

く

あ

り

完

全

に

野

生

動

物

の

侵

入

を

防

ぐ

こ

と

は

不

可

能

で

す

。

『

野

生

動

物

の

侵

入

を

完

全

に

防

ぐ

こ

と

が

で

き

る

』

と

い

う

過

大

な

期

待

を

改

め

、

恒

久

的

柵

で

も

『

維

持

管

理

を

徹

底

す

る

こ

と

で

、

被

害

を

軽

減

で

き

る

』

と

い

う

捉

え

方

を

す

べ

き

で

す

。

恒

久

的

柵

は

管

理

不

要

と

勘

違

い

さ

れ

が

ち

で

す

が

、

柵

の

下

に

隙

間

を

つ

く

っ

た

り

、

網

目

を

広

げ

て

の

侵

入

が

必

ず

発

生

し

ま

す

。

ま

た

、

柵

周

辺

の

草

刈

り

を

実

施

し

、

侵

入

箇

所

を

把

握

で

き

る

よ

う

に

し

て

お

く

必

要

も

あ

り

ま

す

。

柵

は

入

ら

れ

る

た

び

に

補

修

を

重

ね

て

、

最

終

的

に

あ

き

ら

め

さ

せ

る

と

い

う

の

が

、

上

手

な

活

か

し

方

で

す

。

侵

入

状

況

を

よ

く

観

察

し

、

あ

り

合

わ

せ

の

資

材

で

補

強

し

た

り

、

入

り

に

く

く

し

た

り

と

い

っ

た

改

善

を

加

え

て

い

く

こ

と

が

大

切

で

す

。

★

『

鉄

製

柵

（

恒

久

柵

）

で

も

見

回

り

は

必

要

』

と

い

う

こ

と

を

忘

れ

な

い

で

下

さ

い

。

1111

月月月月

A

群

は

、

遊

動

エ

リ

ア

を

餌

を

求

め

て

各

集

落

を

、

停

滞

な

く

移

動

し

て

い

る

よ

う

で

す

。

B

群

は

、

昨

年

末

か

ら

何

故

か

宇

陀

川

よ

り

南

側

の

地

区

に

定

着

し

て

い

ま

す

。

指

南

員

報

告

1

月

サ

ル

の

動

向

Ａ

群

は

、

１

月

に

入

り

寒

さ

も

一

段

と

厳

し

く

、

山

中

の

食

べ

物

が

殆

ど

無

い

状

態

で

、

日

当

た

り

の

良

い

神

屋

、

奈

垣

周

辺

集

落

で

残

り

少

な

い

、

柿

等

を

狙

っ

て

数

日

間

と

ど

ま

る

日

が

多

い

。

又

、

一

部

の

集

落

の

方

々

が

野

菜

の

く

ず

（

大

根

、

タ

マ

ネ

ギ

、

白

菜

等

）

を

山

裾

へ

廃

棄

し

て

い

る

の

を

よ

く

見

か

け

ら

れ

、

餌

づ

け

状

態

で

、

集

落

に

と

ど

ま

り

被

害

拡

大

の

原

因

に

な

っ

て

い

る

と

思

わ

れ

る

。

Ｂ

群

は

、

移

動

範

囲

が

先

月

よ

り

少

な

く

限

ら

れ

た

集

落

（

砥

取

、

滝

谷

、

西

谷

、

伊

賀

竜

口

，

大

和

龍

口

）

で

冬

野

菜

、

軒

下

の

吊

る

し

た

タ

マ

ネ

ギ

、

吊

る

し

柿

等

狙

っ

て

出

没

し

て

い

る

。

★

Ｂ

３

発

信

機

装

着

サ

ル

死

亡

し

か

？

。

Ｂ

３

発

信

機

装

着

の

年

老

い

た

単

独

行

動

し

て

い

た

サ

ル

は

、

先

月

中

頃

か

ら

大

和

龍

口

で

約

一

ヶ

月

間

、

同

じ

場

所

で

受

信

し

て

お

り

移

動

し

た

様

子

が

無

い

。

よ

っ

て

山

中

で

死

亡

し

て

い

る

と

思

わ

れ

る

。
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１１１１

月月月月

Ａ

Ｂ

群

共

に

移

動

距

離

が

少

な

く

な

っ

て

い

る

。

２２２２

月月月月

Ａ

群

は

、

青

蓮

寺

、

比

奈

知

ダ

ム

中

心

に

生

息

域

全

域

を

移

動

。

Ｂ

群

は

、

寒

さ

と

積

雪

の

影

響

で

同

じ

地

域

に

停

留

。

移

動

距

離

が

少

な

い

。

３３３３

月月月月

Ａ

群

は

、

広

範

囲

に

餌

を

求

め

て

少

頭

数

で

移

動

し

て

い

る

。

Ａ

群

で

有

名

な

白

猿

は

死

ん

だ

模

様

。

４４４４

月月月月

Ａ

群

で

は

、

伊

賀

地

区

の

サ

ル

が

A

群

エ

リ

ア

に

浸

入

。

Ｂ

群

は

、

移

動

範

囲

が

広

く

受

信

不

能

の

日

が

あ

る

。

西

谷

集

落

周

辺

で

は

ハ

ナ

レ

ザ

ル

住

居

侵

入

被

害

。

5555

月月月月

Ａ

群

は

、

移

動

範

囲

は

青

蓮

寺

湖

と

、

ひ

な

ち

湖

周

辺

に

集

中

し

、

ダ

ム

周

辺

の

木

の

新

芽

を

食

べ

て

い

る

。

特

に

ひ

な

ち

湖

周

辺

の

ニ

セ

ア

カ

シ

ア

の

花

に

群

が

っ

て

い

る

。

そ

の

た

め

農

家

の

農

作

物

の

被

害

の

報

告

が

少

な

い

。

Ｂ

群

は

、

殆

ど

の

集

落

に

出

没

し

、

タ

マ

ネ

ギ

の

被

害

の

報

告

が

聞

か

れ

る

。

ハ

ナ

レ

ザ

ル

が

夏

見

、

赤

坂

、

柏

原

，

矢

川

、

四

季

が

丘

、

坂

ノ

下

、

井

手

、

三

本

松

、

西

谷

の

周

辺

に

、

１

～

２

頭

出

没

し

て

、

住

民

か

ら

農

作

物

の

被

害

の

報

告

が

聞

か

れ

る

。

６６６６

月月月月

Ａ

群

は

、

例

年

の

よ

う

に

青

蓮

寺

湖

周

辺

の

桑

の

実

に

執

着

し

広

範

囲

に

移

動

し

て

い

な

い

。

農

作

物

の

被

害

の

報

告

も

殆

ど

聞

か

れ

な

い

。

Ｂ

群

は

、

移

動

の

範

囲

が

広

く

２

、

３

日

受

信

の

な

い

日

、

所

在

の

確

認

が

取

れ

な

い

日

が

あ

る

。

７７７７

月月月月

Ａ

群

は

、

青

蓮

寺

湖

で

の

約

１

ヶ

月

間

滞

在

か

ら

比

奈

知

湖

へ

移

動

し

始

め

た

よ

う

で

あ

る

。

比

奈

知

湖

周

辺

で

２

～

３

日

居

る

か

と

思

え

ば

、

青

蓮

寺

湖

周

辺

へ

戻

り

１

～

２

日

滞

在

と

い

う

状

況

。

そ

の

移

動

途

中

の

集

落

で

は

被

害

報

告

が

多

い

。

Ｂ

群

は

、

１

日

の

移

動

距

離

が

３

㎞

か

ら

５

㎞

と

長

い

日

が

あ

り

、

電

波

を

受

け

て

も

、

所

在

の

特

定

で

き

な

い

日

が

あ

る

。

農

作

物

の

被

害

の

報

告

も

少

な

い

。

８８８８

月月月月

Ａ

群

は

、

日

中

は

集

落

近

く

の

山

中

に

と

ど

ま

る

日

が

多

い

。

朝

夕

の

涼

し

く

な

っ

た

頃

、

集

落

に

出

没

し

て

農

作

物

に

被

害

を

出

し

て

い

る

。

Ｂ

群

は

、

先

月

の

中

頃

室

生

寺

付

近

で

目

視

し

て

以

来

、

目

視

で

き

な

い

日

が

続

い

て

い

る

。

受

信

は

、

B3

の

み

で

B1

・

B2

は

受

信

不

能

状

態

が

続

い

て

い

る

。

ハ

ナ

レ

サ

ル

出

没

の

報

告

を

、

各

集

落

で

よ

く

聞

く

。

９９９９

月月月月

Ａ

群

は

、

栗

、

柿

等

を

狙

っ

て

青

蓮

寺

湖

と

比

奈

知

湖

を

往

来

す

る

日

が

多

く

な

っ

て

い

る

。

Ｂ

群

は

、

先

月

ご

ろ

か

ら

不

明

の

Ｂ

１

．

Ｂ

２

の

発

信

機

の

サ

ル

の

群

れ

が

菟

田

野

方

面

へ

分

裂

？

移

動

し

た

も

よ

う

で

あ

り

，

Ｂ

３

の

発

信

機

の

サ

ル

の

群

れ

に

つ

い

て

も

受

信

す

る

も

の

の

、

群

れ

を

目

視

で

き

な

い

日

が

つ

づ

い

て

い

る

。

農

作

物

の

被

害

の

報

告

も

殆

ど

聞

か

れ

な

い

。

ハ

ナ

レ

サ

ル

の

出

没

が

以

前

よ

り

多

く

聞

か

れ

る

よ

う

に

な

っ

た

。

９

月

26

日

菟

田

野

方

面

へ

分

裂

し

た

群

れ

が

西

谷

周

辺

で

受

信

、

目

視

し

た

。

11110000

月月月月

Ａ

群

は

、

比

奈

知

湖

、

青

蓮

寺

湖

周

辺

の

山

栗

、

柿

、

あ

け

び

等

を

狙

っ

て

頻

繁

に

往

来

し

て

い

る

。

Ｂ

群

は

、

先

月

末

に

菟

田

野

方

面

に

移

動

し

て

い

た

Ｂ

１

，

２

を

西

谷

周

辺

で

受

信

、

目

視

し

て

以

来

、

約

２

週

間

ほ

ど

は

Ｂ

３

群

と

は

、

お

互

い

警

戒

し

あ

っ

て

距

離

を

置

い

て

移

動

し

て

い

た

が

、

今

月

の

中

頃

か

ら

Ｂ

１

，

２

，

３

発

信

機

の

群

れ

を

、

同

じ

場

所

で

受

信

、

目

視

す

る

日

々

が

多

く

な

っ

て

い

る

。

11111111

月月月月

Ａ

群

は

、

食

べ

物

少

な

く

な

り

、

移

動

範

囲

も

狭

く

、

柿

の

豊

富

な

集

落

に

集

中

。

Ｂ

群

は

、

Ｂ

１

．

２

の

群

れ

が

国

道

１

６

５

号

線

よ

り

南

の

地

区

に

遊

動

域

が

限

ら

れ

、

数

日

同

じ

集

落

へ

と

ど

ま

る

日

が

多

い

。

又

、

個

体

数

調

査

の

結

果

、

B3

は

受

信

の

み

で

、

目

視

が

出

来

な

い

日

が

続

い

て

い

た

が

、

年

老

い

て

動

き

が

鈍

く

、

１

頭

の

み

単

独

行

動

し

て

い

る

の

を

目

撃

し

て

い

る

。

時

々

、

B1

，

B2

，

の

群

れ

に

Ｂ

３

の

電

波

を

受

信

。

偶

然

に

遭

遇

し

た

の

か

？

共

に

移

動

す

る

こ

と

が

確

認

さ

れ

て

い

る

。

11112222

月月月月

Ａ

群

は

、

移

動

範

囲

が

少

な

く

柿

の

豊

富

な

集

落

、

地

域

に

出

没

。

Ｂ

群

は

、

B1

B2

集

団

の

遊

動

域

は

国

道

１

６

５

号

線

よ

り

南

側

地

域

に

限

ら

れ

移

動

距

離

は

短

く

数

日

同

じ

集

落

に

と

ど

ま

る

こ

と

が

多

い

。

B3

は

年

老

い

て

動

き

が

鈍

く

、

１

頭

で

単

独

行

動

し

て

い

る

の

を

目

撃

。

《第９２号》 猿 新 聞 【平成２６年２月号】

昨

年

の

サ

ル

の

動

向


